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当
町
の
平
成

年
度
の
町
政
運
営
の
基
本
は
︑

26

住
民
が
主
役
で
あ
り
︑﹁
協
働
﹂
に
よ
っ
て
一

人
ひ
と
り
が
納
得
で
き
る
︑
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

す
︒
そ
の
理
念
の
も
と
︑
第
５
次
総
合
計
画
策
定
︑

図
書
館
建
設
︑
福
祉
交
流
館
設
置
や
道
路
改
良
︑

公
園
整
備
な
ど
︑
人
づ
く
り
と
持
続
可
能
な
住
み

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
︒

平
成

年
度
に
開
催
予
定
の
﹁
水
城
・
大
野
城
・

27
基
肄
城
築
造
１
３
５
０
年
事
業
﹂﹁
第
５
回

古
代
山
城
サ
ミ
ッ
ト
基
山
大
会
﹂
の
準
備
の
ほ
か
︑

施
設
・
設
備
の
長
寿
命
化
の
計
画
を
考
え
な
い
と

い
け
な
い
︒
身
の
丈
に
あ
っ
た
財
政
運
営
が
必

要
︒

人
口
減
少
問
題
は
大
き
な
課
題
で
あ
り
︑
工
夫
︑

努
力
が
必
要
︒
開
発
︑
発
展
︑
経
済
ば
か
り

で
な
く
自
然
︑
環
境
も
大
事
に
し
︑
活
力
と
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
住
み
や
す
さ
が
実
感
で
き
る
町
を

目
指
す
︒
地
に
足
を
つ
け
て
幸
せ
が
実
感
で
き
る

将
来
の
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
︒

平
成

年
度

施

政

運

営

方

針

26

平
成

年
度

施

政

運

営

方

針

26

新年度｢

平
成

年
度
基
山
町
施
政
運
営
方
針
に
つ
い
て
﹂

26

小

森

町

長

が

発

言

し

た

内

容

を

抜

粋
︒

施
政
運
営
方
針
に
対
す
る
主
な
質
疑

人

口
減
少
問
題

問

人
口
増
対
策
と
し
て
の
展
望
が
な
い
。
高
齢

化
の
す
す
む
町
が
若
い
人
に
と
っ
て
魅
力
が

あ
る
の
か
。

答

今
後

年
間
が
人
口
増
を
考
え
る
機
会
に
な

10

る
と
思
う
︒
市
街
化
区
域
内
の
残
存
農
地
で

住
宅
政
策
が
可
能
な
土
地
に
的
を
絞
っ
て
取

り
組
ん
で
い
く
︒

総

合
計
画
基
本
構
想
案

問

横
文
字
の
表
現
が
多
く
、
注
釈
も
な
い
の
で

町
民
の
理
解
が
得
ら
れ
に
く
い
。
今
後
ど
の

よ
う
に
町
民
の
声
を
拾
っ
て
い
く
の
か
。

答

注
釈
は
必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
︒
ま
た
︑
今

後
は
地
域
担
当
職
員
が
地
域
の
課
題
や
目
標

を
聞
く
た
め
に
︑
区
運
営
委
員
会
等
に
参
加

す
る
体
制
を
と
る
︒

基

山
︵
き
ざ
ん
︶
公
園
施
設
改
修
工
事

問

基
肄
城
築
造
１
３
５
０
年
事
業
を
見
据
え
た

改
修
で
あ
り
、
国
や
県
に
も
働
き
か
け
る
べ

き
。
ま
た
、
改
修
工
事
の
内
訳
は
な
に
か
。

答

基
本
整
備
計
画
の
見
直
し
に
時
間
を
要
す
る

た
め
︑
ま
ず
は
町
単
費
で
ト
イ
レ
の
洋
式
化

と
展
望
台
の
階
段
や
手
す
り
の
改
修
を
行
う
︒

鳥

栖
基
山
都
市
計
画
区
域
市
街
化
区
域

設
定
業
務
委
託
料

問

今
回
の
市
街
地
区
域
設
定
業
務
は
、
鳥
栖
市

旭
地
区
の
拡
大
で
あ
り
、
基
山
町
は
調
査
の

み
で
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
長
野
地
区
の
産

業
用
地
拡
大
し
か
で
き
な
い
の
か
。

答

県
に
は
町
全
体
の
話
も
行
う
が
︑
当
面
長
野

地
区
の
産
業
用
フ
レ
ー
ム
の
市
街
化
区
域
拡

大
を
考
え
て
い
る
︒

基

金
︵
町
の
貯
金
︶
の
積
み
立
て
状
況

問

財
政
調
整
基
金
や
公
共
施
設
整
備
基
金
の
積

立
額
が
大
き
く
減
額
と
な
り
、
余
裕
が
な
く

な
っ
た
。
一
般
会
計
へ
繰
入
も
厳
し
く
、
今

後
ど
う
し
て
い
く
の
か
。
当
初
予
算
も
設
計

料
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
大
き
な
負
担
と
な

る
工
事
請
負
費
が
心
配
で
あ
る
。

答

年
々
苦
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
は
事
実
︒

負
債
は
極
力
抑
え
︑
自
主
財
源
で
対
応
す
る

方
針
を
決
め
た
︒
今
年
度
は
図
書
館
建
設
も

控
え
て
い
る
た
め
公
共
施
設
整
備
基
金
は
残

し
︑
財
政
調
整
基
金
の
繰
入
で
対
応
す
る
︒
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小小小小小小小小・・・・・・・・中中中中中中中中学学学学学学学学校校校校校校校校へへへへへへへへ電電電電電電電電子子子子子子子子黒黒黒黒黒黒黒黒板板板板板板板板1111111100000000台台台台台台台台購購購購購購購購入入入入入入入入予予予予予予予予定定定定定定定定小・中学校へ電子黒板10台購入予定小・中学校へ電子黒板10台購入予定
平成26年度当初予算審議 予算特別委員会

施政運営方針・新規事業説明書・議案及び資料に基づき５日間にわたって審議を行った。

電子黒板購入は電子黒板購入は

問 電子黒板10台を各学校へ、どのように配置する

のか。

答 基山小４台、若基小３台、基山中３台である。

問 平成27年度までに佐賀県がICT事業として全普

通教室に電子黒板整備を打ち出しているが、基

山町は来年度以降の設置をどうするのか。

答 補助金を基金に積立て、計画を立てる。

福祉交流館事業の管理運営は福祉交流館事業の管理運営は

問 管理委託の内容は。

答 平日の執務時間は社会福祉協議会が行い、それ

以後と土・日祝日は警備会社等に委託する。２

階受付には１人常駐する。

問 駐車場北側の土地の体験農園利用は。

答 社会福祉協議会に管理を委託し、ボランティア

やJAの指導員と協議する計画である。

割田団地外壁改修工事どう進める割田団地外壁改修工事どう進める

問 外壁改修工事の工程は。

答 今年度で実施設計（３棟）を行い、平成27年３

月までの工期予定である。

問 この工事でどれくらい耐久性があるのか。

答 この工事により今後10年間は使用することが条

件である。

コミュニティバス運行はコミュニティバス運行は

問 今後の運行スケジュールは。

答 Aルート（けやき台幹線）とBルート（園部線・

宮浦線・本桜線・長野線）でバス２台を走らせ

る予定である。４月から６月の試運転期間中に

利用状況をふまえ運行改善をする。

総合公園の整備状況は総合公園の整備状況は

問 測量設計委託料の内容は。

答 総合体育館からの避難経路も含めた南側駐車場

を整備するためである。

問 施設工事の進捗状況は。

答 平成26年度で駐車場の整備は完了する。

どう進める本桜・城の上線道路改良工事どう進める本桜・城の上線道路改良工事

問 工事請負費6,950万円について、道路改良工事

における当初説明の額が倍近くになっている

が、今後付帯工事はあるのか。

答 盛土工事がほとんどなので、これ以上増えるこ

とはないという認識である。

下水道全体計画の見直しを含めて下水道全体計画の見直しを含めて

問 一般会計繰入金１億5,226万円について、今後

の一般会計からの繰入はどうなるのか。

答 平成27年度から公営企業会計に移行するが、従

前通り継続する。

3億9,529万円3億5,606万円

平成26年度

21億 675万円22億 275万円

1億8,371万円

51億8,337万円

平成24年度平成25年度区 分

特別会計

3億5,196万円

1億9,913万円

22億1,396万円

下 水 道

後期高齢者医療

国民健康保険

55億 807万円

1億8,973万円

54億 214万円一 般 会 計

各 会 計 当 初 予 算 規 模



歳入総額
55億
807万円

町税
23億6,983万円
（43%）

繰入金
6億1,179万円
（11%）

使用料手数料
9,518万円
（2%）

分担金負担金
8,244万円
（2%）

その他の収入
1億5,194万円
（3%）

地方交付税
7億3,474万円
（13%）

国庫支出金
5億6,863万円
（10%）

町　債
3億9,431万円
（7%）

県支出金
2億9,912
　  万円
  （5%）

その他交付金
2億6万円（4%）

歳出総額
55億
807万円

民生費
17億4,680万円
（32%）

公債費
6億9,398万円
（13%）衛生費

7億1,420万円
（13%）

総務費
7億965万円
（13%）

教育費
5億3,871万円
（10%）

土木費
5億8,054万円

（10%）

消防費
2億4,249万円
（4%）

農林水産業費
7,476万円
（1%）

　その他
2億691万円
（4%）

▲

自主財源
33億1,118万円
（60%）

依存財源
21億9,686万円
(40%)

町
で
ま
か
な
え

るお金

国
・県借

金
に
頼
る
お
金

・

平成26年３月 4

平平平平平平平平成成成成成成成成 2222222266666666 年年年年年年年年度度度度度度度度当当当当当当当当初初初初初初初初予予予予予予予予算算算算算算算算平成 26 年度当初予算平成 26 年度当初予算
一般会計 55億807万円（昨年度に比べ 1億593万円増）

●町民一人あたりの予算（一般会計）

町民一人あたりの予算

312,355
円

民生費

99,059円

児童、高齢者、障がい者
の福祉の推進など

公債費

39,355円

これまでの施設整備など
で借りたお金の返済

衛生費

40,501円

ゴミ、し尿の処理や健康
増進事業など

総務費

40,243円

総務管理、財産管理、地
域振興、税務事務など

教育費

30,550円

学校の管理運営や施設整
備、生涯学習の推進など

土木費

32,922円

道路、公園、公営住宅
の整備など

消防費

13,751円

消防活動や救急業務など

農林水産業費

4,240円

農業、林業、畜産業など
の振興

その他

11,734円

商業、観光の振興および
議会運営、災害復旧など

グラフ内の各項目の金額は万円

未満を切り捨てをしていますの

で合計と総額は一致しません。
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町
道
﹁
本
桜
・
城
の
上
線
﹂
改
良
工
事
は
︑

平
成

年
度
に
神
の
浦
た
め
池
を
盛
り
土
に

26

よ
っ
て
埋
立
て
る
︒
そ
の
後
︑
自
然
沈
下
が

収
ま
っ
て
か
ら
道
路
改
良
工
事
を
行
い
︑
平

成

年
度
の
竣
工
予
定
に
な
っ
て
い
る
︒

28全
体
の
事
業
費
２
億
５
９
５
０
万
円
に
変

更
は
な
い
︒

当
委
員
会
と
し
て
神
の
浦
た
め
池
の
利
用

に
つ
い
て
は
︑
地
元
の
意
見
も
参
考
に
し
な

が
ら
有
効
活
用
す
る
よ
う
に
要
望
し
た
︒

福
祉
交
流
館
に
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
を
新
た
に
開
設

基
山
小
学
校
区
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利

用
者
が
定
員
︵
１
２
０
名
︶
を
超
え
る
の
で
︑

福
祉
交
流
館
１
階
に
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
ひ

ま
わ
り
教
室
Ｃ
ク
ラ
ス
を
新
た
に
開
設
す

る
︒利

用
児
童
数
が
増
加
し
た
場
合
︵
１
４
０

名
以
上
︶
は
福
祉
交
流
館
１
階
の
大
会
議
室

を
利
用
で
き
る
よ
う
に
協
議
を
し
て
い
る
︒

当
委
員
会
と
し
て
は
︑
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
ニ
ー
ズ
は
高
ま
っ
て
い
る
の
で
︑
利
用

児
童
の
増
加
に
よ
る
教
室
の
不
足
に
対
応
す

る
た
め
︑
小
・
中
学
校
の
空
き
教
室
の
利
用

や
︑
若
基
小
学
校
の
コ
ス
モ
ス
教
室
の
相
互

利
用
な
ど
も
検
討
す
る
よ
う
に
要
望
し
た
︒

ま
た
︑
指
導
員
の
待
遇
改
善
に
つ
い
て
は

業
務
内
容
や
︑
開
設
時
間
帯
な
ど
を
考
慮
す

る
よ
う
要
望
し
た
︒

町
は
︑
佐
賀
県
が
勧
め
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用

教
育
推
進
事
業
費
で
平
成

・

年
に
︑
小
・

26

27

中
学
校
の
各
教
室
に
電
子
黒
板
を
設
置
す
る

予
定
で
あ
る
︒

ま
た
︑
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ
ン
を
中
学

校
の
学
年
毎
に

台
ず
つ
︑
各
小
学
校
の
パ

40

ソ
コ
ン
教
室
に

台
を
平
成

年
度
ま
で
に

40

32

整
備
す
る
計
画
︒

委
員
会
審
査
の
中
で
︑
児
童
・
生
徒
へ
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
を
活
用
し
て
レ
ベ
ル
の
高
い
授
業

を
行
う
か
な
ど
︑
総
合
的
な
教
育
計
画
を
策

定
す
る
よ
う
要
望
し
た
︒

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
基
金
で
ピ
ア

ノ
購
入

町
は
︑
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
基
金
を
活
用

し
て
︑
基
山
中
学
校
の
ピ
ア
ノ
を
１
８
３
万

円
で
買
い
換
え
る
こ
と
に
し
た
︒
基
金
残
額

は
６
７
６
万
円
と
な
っ
て
い
る
︒

補
導
員
会
設
置
条
例
を
単
独
条
例

に
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た

め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
第
４
次
見
直
し
改

正
が
行
わ
れ
て
い
る
︒
町
も
関
係
条
例
で
あ

る
青
少
年
問
題
協
議
会
と
社
会
教
育
委
員
の

条
例
を
制
定
し
た
︒

青
少
年
問
題
協
議
会
は
︑
そ
の
設
置
目
的
︑

開
催
時
期
︑
委
員
に
つ
い
て
は

名
以
内
で

15

構
成
︑
町
の
青
少
年
問
題
施
策
に
つ
い
て
協

議
を
行
う
︒
ま
た
︑
社
会
教
育
委
員
は
町
の

社
会
教
育
事
業
に
つ
い
て
協
議
す
る
︒
審
査

で
は
︑
委
員
構
成
が
幅
広
い
町
民
の
意
見
が

出
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
を
担
当
課
に
求
め

た
︒そ

し
て
︑
補
導
員
会
設
置
に
つ
い
て
︑
活

動
状
況
を
考
慮
し
︑
単
独
で
の
設
置
条
例
制

定
を
検
討
す
る
よ
う
に
求
め
た
︒

消
防
車
の
購
入

国
の
交
付
金
で
消
防
自
動
車
の
買
い
換
え

を
行
う
︒
５
月
に
入
札
を
行
い
︑
ポ
ン
プ
車
︑

積
載
車
９
台
を
購
入
予
定
で
あ
る
︒

神
の
浦
た
め
池
埋
立
て
す
す
む

神
の
浦
た
め
池
埋
立
て
す
す
む

厚
生
産
業
常
任
委
員
会

小
・
中
学
校
に
電
子
黒
板
設
置
増

小
・
中
学
校
に
電
子
黒
板
設
置
増

総
務
文
教
常
任
委
員
会

▲平成28年度に町道竣工予定

▲10区で行われた春季消防訓練

▲工事着工前の「神の浦ため池」
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新副町長 松田一也氏に決まる

松
田
一
也
副
町
長
の
選
任

問

何
を
新
副
町
長
に
期
待
し
て
い
る

か
。

答

中
心
市
街
地
の
活
性
化
︑
人
口
減
少

対
策
に
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
︒

基
山
町
青
少
年
問
題
協
議
会

設
置
条
例
の
制
定

問

条
例
改
正
の
主
な
理
由
は
何
か
。

答

国
の
地
方
分
権
義
務
等
の
見
直
し
に

よ
る
改
革
推
進
で
︑
今
あ
る
条
例
を

全
部
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
︒

問

協
議
会
の
主
な
業
務
内
容
は
何
か
。

答

青
少
年
の
指
導
育
成
︑
保
護
及
び
矯

正
に
関
す
る
総
合
的
施
策
の
樹
立
に

つ
き
︑
調
査
審
議
︑
連
絡
調
整
を
図

る
︒

問

第
５
条
に
補
導
員
の
規
定
が
あ
る

が
、
こ
の
条
例
と
は
別
に
補
導
員
設

置
条
例
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答

設
置
要
綱
を
作
成
し
た
い
︒

基
山
町
社
会
教
育
委
員
条
例
の
制
定

問

今
回
の
全
部
改
正
で
社
会
教
育
法
に

基
づ
き
何
が
改
正
さ
れ
る
の
か
。

答

国
の
基
準
を
参
酌
し
︑
委
員
の
要
件

と
定
数
お
よ
び
任
期
に
関
す
る
条
例

を
改
正
す
る
︒
学
校
教
育
・
社
会
教

育
の
関
係
者
・
家
庭
教
育
活
動
者
・

学
識
経
験
者
か
ら

人
を
委
嘱
す

10

る
︒
任
期
は
２
年
で
あ
る
︒

基
山
町
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の

一
部
改
正

問

平
成

年
度
の
ひ
ま
わ
り
教
室
の
入

26

所
希
望
者
は
何
人
か
。

答

申
し
込
み
は
１
５
８
人
で
︑
定
員
の

１
２
０
人
を
上
回
る
た
め
︑
Ｃ
教
室

を
福
祉
交
流
館
に
開
設
す
る
︒

問

限
定
さ
れ
た
勤
務
時
間
の
た
め
指
導

員
の
な
り
手
が
な
い
と
聞
い
て
い

る
。
賃
金
単
価
の
見
直
し
等
勤
務
条

件
の
改
善
は
考
え
て
い
な
い
か
。

答

指
導
員
に
は
資
格
要
件
が
な
い
の
で

現
状
の
ま
ま
だ
が
︑
今
後
研
究
し
た

い
︒

一
般
会
計
補
正
予
算

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

問

何
件
の
寄
附
が
あ
っ
た
か
。

答

３
件
で
あ
る
︒
こ
れ
ま
で
の
基
金
で

基
山
中
学
校
に
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
を

購
入
予
定
で
あ
る
︒

問

今
後
何
に
使
用
す
る
の
か
。

答

よ
く
検
討
し
て
使
用
す
る
︒

議

案

審

議

平
成

年

第
１
回
定
例
会

議

案

審

議

26

▲購入予定の中学校のグランドピアノ
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消消消消消消消消防防防防防防防防団団団団団団団団ポポポポポポポポンンンンンンンンププププププププ車車車車車車車車のののののののの更更更更更更更更新新新新新新新新決決決決決決決決ままままままままるるるるるるるる消防団ポンプ車の更新決まる消防団ポンプ車の更新決まる
消防用自動車更新事業 １億98万円

平成25年度 一般会計 補正予算（第５号）

一般会計補正予算一般会計補正予算

国民健康保険 特別会計 補正予算国民健康保険 特別会計 補正予算

8,497万円を減額
予算総額 22億2,325万円

国の防災・減災事業費（平成25年度事業が平成28年度まで延長）で予算計上され、消防団機能強化の

ため20年経過年度で消防団の消防自動車等を更新するもの。

1,978万円を追加 予算総額 58億9,522万円1,978万円を追加 予算総額 58億9,522万円

下水道 特別会計 補正予算下水道 特別会計 補正予算

877万円を減額
予算総額 3億5,035万円

(第５号)(第５号) (第５号)(第５号)

3,486万円

事 業 名 金 額

1億 98万円

1億7,036万円たんぽぽ保育園増改築事業

939万円

消防用自動車更新事業

子ども・子育て支援制度に伴うシステム構築事業

急傾斜地崩壊防止事業（小松地区）

開田・小林線道路改良工事

2,475万円

繰越明許費とは
その年の予算は年度中に執行するという会計年度独立の原則の例外として、その時の歳出予算の一部を次

年度以降に繰り越すこと。

後期高齢者医療 特別会計 補正予算後期高齢者医療 特別会計 補正予算

168万円を減額
予算総額 1億9,690万円

(第２号)(第２号)

一般会計歳出の主な補正内容一般会計歳出の主な補正内容

・教育施設整備基金費 1,000万円
ICT利活用基金積立金 電子黒板10台分

・JR基山駅通路の照明修理 101万円
駅前の通路を明るくするため

・各種予防接種委託料 △1,095万円
子どもインフルエンザ、子宮頸がん、妊娠安心風しん受診者減のため

・広域ごみ処理施設運営費負担金 △1,124万円
ごみの量が予定より少なかったため

繰越明許費繰越明許費
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○

無記名投票による採決（同意11、不同意０）

○

○

121110８７６５４３２１

○

○

○

○

○

○

○

○ ○ ○ × ○ ○

賛 否 表

○ ○

○

〇

〇

○

○

松
石

信
男

林

博
文

品
川

義
則

大
山

勝
代

後
藤

信
八

重
松

一
徳

河
野

保
久

木
村

照
夫

牧
薗

綾
子

久
保
山
義
明

神
前

輔
行

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

〇

○

○

○

×

○

○

〇

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○

○

○

○

×

○

×

○〇○

○○○○○○○○○〇○

○○○○○○○○

交流館に開設交流館に開設交流館に開設

賛成は○、反対は×

３

月

定

例

会

は

休

日

議

会

開

催

平
成

年
第
１
回
定
例
会
は

年
度
当
初
予
算
審
議
を
含
む
３
月
３
日
か
ら

日
間
の
日
程
で
行
っ
た
︒

26

26

16

予
算
特
別
委
員
会
は
５
日
間
で
集
中
審
議
を
し
た
︒

国
の
﹁
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備

に
関
す
る
法
律
︵
第
３
次
一
括
法
︶
﹂
が
成
立
し
て
い
る
た
め
︑
そ
れ
に
伴
い
基
山
町
青
少
年
問
題
協
議
会

と
基
山
町
社
会
教
育
委
員
の
条
例
制
定
を
行
っ
た
︒

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
ひ
ま
わ
り
教
室
が
定
員
１
２
０
人
を
上
回
る
状
況
と
な
る
た
め
︑
Ｃ
ク
ラ
ス
と

し
て
福
祉
交
流
館
の
一
部
を
活
用
す
る
こ
と
に
な
り
︑
そ
の
た
め
に
条
例
の
一
部
改
正
を
行
っ
た
︒

最
終
日
追
加
議
案
と
し
て
︑
副
町
長
の
選
任
の
議
案
が
出
さ
れ
︑
原
案
を
同
意
し
た
︒

今
議
会
は
日
ご
ろ
仕
事
等
で
議
会
に
お
越
し
い
た
だ
け
な
い
方
の
た
め
に
も
と
︑
一
般
質
問
の
日
程
を

休
日
に
し
て
開
催
し
た
︒
延
べ

人
の
傍
聴
者
が
あ
っ
た
︒

79

副町長として選任することに同意した（任期４年）

松田 一也 氏 (56歳)

職歴
経済産業省九州経済産業局総務企画部総務

課長

副町長選任に同意
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第４号
議案

第５号
議案

第６号
議案

第７号
議案

第８号
議案

第９号
議案

第10号
議案

原案可決

地方青少年問題協議会の会長と委員の要件に係る規
定が廃止されることに伴い、円滑な組織運営上必要で
ある要件を条例で定めるとともに、所要の規定の整備
を行う。

基山町青少年問題協議会設置
条例の制定について

第１号
議案

結 果内 容議 案区 分

議会の議長及び副議長並びに組合長、副組合長、会計
管理者及び監査委員の選任方法を変更することに伴
う組合規約の変更を行う際には、関係地方公共団体の
議会の議決を経る必要がある。

従前の予算に1,978万円追加して、総額を58億9,522万円にする。

従前の予算に8,497万円減額して、総額を22億2,325万円にする。

従前の予算に168万円減額して、総額を1億9,690万円にする。

従前の予算に877万円減額して、総額を3億5,035万円にする。

歳入歳出予算総額を55億807万円にする。

歳入歳出予算総額を22億1,396万円にする。

基山町放課後児童クラブ条例
の一部改正について

三神地区環境事務組合規約の
変更に係る協議について

平成25年度基山町一般会計補
正予算（第５号）

平成25年度基山町国民健康保
険特別会計補正予算（第５号）

平成25年度基山町後期高齢者
医療特別会計補正予算（第２
号）

平成25年度基山町下水道特別
会計補正予算（第５号）

平成26年度基山町一般会計予
算

平成26年度基山町国民健康保
険特別会計予算

第３号
議案

原案同意田代正好氏の退任に伴い、松田一也氏を基山町副町長に選任する。基山町副町長の選任について
第13号
議案

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

ひまわり教室の平成26年度の利用申込件数が定員を
上回る状況となっているため、基山町福祉交流館の一
部を活用することにより待機児童を解消し、子育て支
援をさらに推進するため、所要の規定の整備を行う。

原案可決歳入歳出予算総額を1億9,913万円にする。
平成26年度基山町後期高齢者
医療特別会計予算

第11号
議案

原案可決歳入歳出予算総額を3億5,196万円にする。
平成26年度基山町下水道特別
会計予算

第12号
議案

原案可決
社会教育委員の要件に係る規定が廃止され、条例で定
めることとされることに伴い、所要の規定の整備を行
う。

基山町社会教育委員条例の制
定について

第２号
議案

平成26年 第１回定例会（３月３日∼３月18日)

ひまわり教室Ｃクラス 福祉ひまわり教室Ｃクラス 福祉ひまわり教室Ｃクラス 福祉
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10人が町政を問う

一般質問

町議会ホームページ
http://www.town.kiyama.lg.jp/site/gikai/

　一般質問とは、議員が町政について自由に質
問をすることをいいます。質問する項目は事前
に通告します。基山町の場合は、時間内であれ
ば納得がいくまで何度も質問できる「一問一答
方式」を採用しています。
　本議会の様子はYouTube（ユーチューブ）で
試験的に配信しています。視聴方法等は町議会
ホームページをご覧ください。

（傍聴者 延べ79人）

い
か
。

答

窓
口
業
務
︑
図
書
館
︑

保
育
園
運
営
は
民
間
が
よ
い

の
か
ど
う
か
は
分
か
り
か
ね

て
い
る
︒
住
民
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
検
討
を
し
て
い

く
︒

機
能
別
消
防
分
団
の
設
立

を問

多
様
化
す
る
防
災
と
地

域
防
災
体
制
整
備
の
た
め
の

機
能
別
消
防
団
員
、
機
能
別

分
団
の
検
討
は
し
て
い
る

か
。

答

現
在
団
員
確
保
が
困
難

な
状
況
で
︑
団
員
の
町
外
勤

務
に
よ
る
日
中
の
火
災
出
動

人
員
が
少
な
い
地
域
が
あ

る
︒
地
域
防
災
体
制
充
実
の

た
め
に
機
能
別
消
防
団
員
制

度
に
つ
い
て
消
防
委
員
会
等

で
検
討
し
て
い
る
︒

問

消
防
ポ
ン
プ
車
、
積
載

車
の
更
新
計
画
が
あ
る
が
、

装
備
の
充
実
は
ど
う
す
る
の

か
。

答

団
員
の
安
全
確
保
の
た

め
の
装
備
﹁
防
塵
メ
ガ
ネ
﹂

や
﹁
耐
切
創
性
手
袋
﹂
の
配

布
︒
発
信
機
能
強
化
の
﹁
ト

ラ
ン
シ
ー
バ
ー
﹂︑
災
害
対

応
の
﹁
油
圧
ジ
ャ
ッ
キ
﹂
の

救
助
活
動
資
機
材
を
装
備
す

る
︒

に
つ
い
て
副
町
長
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
ど
う

取
る
の
か
。

答

慎
重
に
進
め
る
べ
き
だ

と
考
え
る
の
で
︑
新
副
町
長

と
も
し
っ
か
り
と
議
論
し
て

行
く
︒

要
望

町
民
が
合
併
に
つ
い

て
議
論
で
き
る
よ
う
に
情
報

を
提
供
し
、
町
民
全
て
が
意

見
を
述
べ
る
機
会
を
も
つ
時

期
だ
。

役
場
窓
口
を
民
間
委
託
に

問

近
隣
市
町
で
民
間
委
託

し
て
い
る
の
は
ど
こ
か
。

答

総
務
省
が
委
託
で
き
る

業
務
の
範
囲
を
拡
大
し
て
い

る
︒
大
野
城
市
︑久
留
米
市
︑

太
宰
府
市
な
ど
が
窓
口
業
務

を
委
託
し
て
い
る
︒

問

自
治
体
の
サ
ー
ビ
ス
の

効
率
化
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
限
ら
れ
た
職
員
で
多
様

な
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
答
え
る

に
は
、
非
基
幹
的
業
務
は
民

間
に
委
託
す
る
べ
き
で
は
な

問

副
町
長
が
就
任
２
年
間

で
感
じ
た
今
後
の
課
題
は
何

か
。

答

福
岡
市
に
も
近
く
︑
利

便
性
が
高
い
優
位
な
地
域
で

あ
る
︒
や
が
て
く
る
人
口
減

少
の
時
代
を
見
据
え
た
ま
ち

づ
く
り
が
重
要
だ
︒

問

新
副
町
長
に
は
ど
の
よ

う
な
施
策
の
推
進
を
望
む
の

か
。

答

こ
れ
ま
で
の
や
り
方
が

少
し
内
向
き
だ
っ
た
の
で
︑

こ
れ
か
ら
先

年
が
人
口
を

10

増
や
し
︑
町
の
活
性
化
を
す

る
勝
負
の
時
だ
︒

対
外
的
に
基
山
の
良
さ
を

情
報
発
信
す
る
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ

ン
を
や
っ
て
貰
い
た
い

と
考
え
て
い
る
︒

問

副
市
長
・
副
町
長
レ
ベ

ル
の
﹁
将
来
の
あ
り
方
検
討

委
員
会
﹂
に
臨
む
時
、
合
併

問

今
後

年
間
の
課
題
は

10

答

人
口
増
を
図
る
施
策
展
開

品
川

義
則
議
員
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問

住
宅
土
地
開
発
は
民
間

業
者
と
取
り
組
ん
だ
の
か
。

答

取
り
組
ん
で
い
な
い
︒

問

町
所
有
地
の
開
発
は
ど

う
す
る
の
か
。

答

旧
役
場
跡
地
に
つ
い
て

は
︑
周
辺
全
体
活
性
化
の
た

め
の
活
用
法
も
含
め
検
討
し

て
い
く
︒

問

市
街
化
区
域
内
の
残
存

農
地
の
住
宅
開
発
推
進
策

は
。

答

小
規
模
開
発
の
促
進
に

役
立
つ
方
法
を
検
討
し
て
い

る
︒

問

家
賃
補
助
金
制
度
の
取

り
組
み
は
で
き
な
い
の
か
。

答

空
き
物
件
が
多
数
残
存

し
て
い
る
状
況
で
は
な
い
の

で
︑
家
賃
補
助
制
度
は
必
要

な
い
と
考
え
る
︒

要
望

住
宅
土
地
開
発
を
民

間
業
者
と
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

問

基
山
町
の
過
去
最
大
人

口
数
と
平
成

年
３
月
末
の

25

人
口
数
は
。

答

平
成

年
が
最
大
で
１

11

９
︐

１
５
３
人
で
あ
る
︒
平

成

年
３
月
末
は
１
７
︐

５

25
６
１
人
で
あ
る
︒

問

町
外
よ
り
基
山
町
へ
住

民
を
呼
び
込
む
対
策
は
。

答

子
育
て
支
援
策
と
し

て
︑
保
育
料
の
軽
減
化
︑
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
対
象
学

年
の
拡
大
︑
保
育
時
間
の
延

長
を
行
っ
た
︒
ま
た
︑
中
学

生
ま
で
の
通
院
・
入
院
の
医

療
費
及
び
調
剤
費
の
助
成

や
︑
子
ど
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
︑
不
妊
治
療
補

助
等
も
行
っ
て
い
る
︒
そ
の

他
︑
基
山
町
の
Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
﹁
基
山
町
の
魅
力
ガ

イ
ド
﹂
を
配
布
し
て
い
る
︒

問

人
口
減
少
の
対
策
を
示
せ

答

残
存
農
地
の
住
宅
開
発
を
検
討

木
村

照
夫
議
員

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
災

害
防
止
に
つ
い
て

問

第
２
区
の
土
砂
災
害
警

戒
区
域
は
何
箇
所
指
定
さ
れ

た
の
か
。

答

佐
賀
県
の
指
定
に
つ
い

て
は
︑
土
砂
災
害
警
戒
区
域

イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
の
区
域
指

定
は

箇
所
と
レ
ッ
ド
ゾ
ー

70

ン
が

箇
所
と
な
る
予
定
︒

68

問

災
害
防
止
策
︵
ハ
ー
ド
︶

対
策
は
。

答

県
︑
町
に
お
い
て
砂
防

堰
堤
等
の
土
砂
災
害
防
止
に

対
す
る
整
備
計
画
は
策
定
さ

れ
な
い
が
︑
発
生
す
る
よ
う

な
場
所
に
つ
い
て
は
県
と
連

携
し
︑
防
止
策
を
図
っ
て
い

く
︒

答

周
辺
部
に
な
る
と
の
認

識
が
必
要
だ
︒

問

基
山
は
鳥
栖
市
内
ま
で

車
で

分
、
福
岡
都
市
圏
に

10

は
基
山
の
ほ
う
が
近
い
。
周

辺
部
で
衰
退
す
る
認
識
は
お

か
し
い
。
町
民
が
納
得
す
る

判
断
材
料
を
提
供
す
べ
き
。

答

今
後
は
わ
か
り
や
す
い

情
報
を
考
え
て
い
く
︒

第
５
次
総
合
計
画
は
単
独

行
政
が
前
提
な
の
か

問

こ
れ
か
ら

年
先
の
総

10

合
計
画
の
背
景
で
合
併
に
全

く
触
れ
な
い
の
は
お
か
し
い
。

答

総
合
計
画
は
合
併
の
な

い
と
こ
ろ
で
検
討
し
て
い
る
︒

問

単
独
行
政
で
行
く
意
思

表
示
と
み
て
よ
い
か
。

答

合
併
し
な
い
意
思
表
示

で
は
な
い
︒

問

第
５
次
最
終
年
の
平
成

年
に
は
、
人
口
は
１
５
８

37０
０
人
ま
で
減
少
し
、
高
齢

化
率

％
の
超
高
齢
の
町
と

37

予
測
。
鳥
栖
市
は
そ
の
時
点

問

合
併
に
関
す
る
情
報
を

広
報
で
２
回
出
し
た
が
、
町

民
が
求
め
た
情
報
な
の
か
。

答

町
民
の
理
解
が
十
分
と

は
考
え
て
い
な
い
︒

問

広
報
で
は
、
合
併
の
マ

イ
ナ
ス
面
を
強
調
し
て
お
り
、

情
報
と
し
て
公
正
な
の
か
。

答

公
正
な
情
報
を
心
掛
け

た
つ
も
り
で
あ
る
︒

問

平
成
大
合
併
を
町
と
し

て
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

答

国
主
導
の
財
政
合
理
化

の
た
め
の
合
併
で
あ
り
︑
周

辺
部
は
疲
弊
と
の
話
も
あ
る
︒

問

合
併
評
価
の
資
料
は
、

超
広
域
合
併
が
中
心
で
、
基

山
町
の
参
考
に
な
る
の
か
。

答

確
か
に
合
併
の
ケ
ー
ス

は
様
々
で
︑
一
概
に
評
価
は

で
き
な
い
面
も
あ
る
︒

問

基
山
町
に
置
き
換
え
た

場
合
ど
う
な
る
か
。

で
も

％
。
職
員
体
制
や

25

サ
ー
ビ
ス
な
ど
相
当
な
覚
悟

が
必
要
で
あ
る
が
、
基
山
町

は
単
独
で
生
き
残
れ
る
の
か
。

答

高
齢
化
︑
人
口
減
︑
財

政
等
の
不
安
は
あ
る
が
︑
合

併
で
解
決
で
き
る
と
は
言
い

切
れ
な
い
︒

合
併
問
題
を
東
部
各
市
町

と
堂
々
と
協
議
、
検
証
を

問

鳥
栖
市
よ
り
提
案
さ
れ

た
｢
合
併
検
討
委
員
会
｣
の
対

応
な
ど
逃
げ
腰
で
は
な
い
か
。

基
山
の
立
場
を
主
張
し
、
だ

め
な
ら
合
併
し
な
け
れ
ば
よ

い
。
堂
々
と
協
議
し
て
町
民

に
課
題
を
明
ら
か
に
す
べ
き
。

答

あ
ま
り
に
も
拙
速
す
ぎ

る
進
め
方
に
は
乗
れ
な
い
と

言
っ
て
い
る
︒
や
り
方
を
変

え
れ
ば
話
し
合
い
は
必
要
と

考
え
る
︒

問

合
併
問
題
を
堂
々
と
協
議
を

答

や
り
方
を
変
え
れ
ば
話
し
合
う

後
藤

信
八
議
員

▲町内の整地された残存農地

▲｢合併検討委員会」を提案した鳥栖市
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る
三
国
丸
林
線
の
改
良
等
に

つ
い
て
、
関
係
機
関
と
の
協

議
を
ど
う
進
め
て
い
く
か
。

答

白
坂
久
保
田
２
号
線
の

完
了
後
に
計
画
し
て
お
り
︑

西
日
本
高
速
道
路
㈱
︑
Ｊ
Ｒ

及
び
国
道
事
務
所
と
協
議
は

進
め
て
い
る
︒

問

交
差
点
で
の
信
号
機
設

置
は
、
現
在
あ
る
点
滅
信
号

を
含
め
ど
う
す
る
の
か
。

答

設
置
及
び
変
更
は
公
安

委
員
会
が
判
断
す
る
の
で
︑

道
路
開
通
後
の
交
通
量
の
推

移
を
見
守
っ
て
い
く
︒

問

計
画
実
施
に
向
け
て
の

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答

平
成

年
に
つ
い
て

26

は
︑
当
初
予
算
で
測
量
試
験

費
等
を
挙
げ
て
お
り
︑
現
地

測
量
後
︑
概
略
の
設
計
図
が

で
き
た
時
点
で
︑
け
や
き
台

住
民
の
方
及
び
地
権
者
に
説

明
会
を
行
う
︒

問

土
取
り
し
た
跡
地
の
有

効
活
用
に
つ
い
て
、
工
事
の

影
響
部
分
の
掘
削
を
行
う
の

で
公
園
は
残
る
と
あ
る
が
、

広
さ
を
含
め
具
体
的
な
案
は

考
え
て
い
る
か
。

答

残
地
の
広
さ
は
︑
測
量

後
に
道
路
計
画
を
入
れ
て
み

な
い
と
わ
か
ら
な
い
の
で
︑

現
在
の
と
こ
ろ
具
体
的
な
案

は
決
め
て
い
な
い
︒

問

国
道
３
号
線
へ
つ
な
が

子
ど
も
の
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
対
策
に
つ
い
て

問

基
山
保
育
園
で
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
対
応
を
要
す
る
園

児
は
何
人
い
る
の
か
。

答

現
在
は
︑
８
名
の
園
児

に
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
給
食
を

提
供
し
て
い
る
︒

問

ア
レ
ル
ギ
ー
の
予
防
対

策
や
症
状
が
出
た
時
の
対
応

な
ど
保
護
者
と
の
連
携
は
ど

の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

答

新
入
園
児
の
面
接
の
際

に
ア
レ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
聞

き
取
り
調
査
を
行
う
︒
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
園
児
に

つ
い
て
は
︑
医
師
の
証
明
書

及
び
指
示
書
を
提
出
し
て
も

ら
い
︑
給
食
に
つ
い
て
の
対

応
を
協
議
し
︑
そ
の
内
容
を

保
護
者
に
伝
え
て
い
る
︒

問

学
校
給
食
で
通
常
の
献

立
や
具
材
を
変
え
て
調
理
し

て
い
る
割
合
は
。

答

一
日
約
１
５
０
０
食
を

調
理
し
︑
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

と
し
て
除
去
食
を
一
日
平
均

５
︑
６
食
調
理
し
て
い
る
︒

割
合
は
︑
０
・
４
％
程
度
︒

問

白
坂
久
保
田
２
号
線
改
良
予
定
は

答

現
地
測
量
後
ま
ず
設
計
図
を

牧
薗

綾
子
議
員

債
︵
借
金
︶
返
済
計
画
は
。

答

借
り
た
年
度
か
ら

年
30

間
の
返
済
計
画
に
な
る
︒
平

成

年
か
ら

年
ま
で
が
最

30

41

大
で
年
間
１
億
４
４
１
７
万

円
返
済
に
な
る
︒

問

下
水
道
事
業
の
全
体
計

画
見
直
し
に
よ
る
財
政
効
果

の
見
積
も
り
は
。

答

全
体
事
業
計
画
は
２
２

問

基
金
︵
貯
金
︶
合
計
が

億
８
９
０
０
万
円
、
起
債

25
︵
借
金
︶
残
高
が

億
１
１

85

０
０
万
円
あ
る
。
こ
れ
を
ど

の
よ
う
に
思
う
か
。

答

起
債
残
高
が
多
い
と
思

う
が
︑
徐
々
に
減
ら
し
て
き

た
︒
基
金
も
増
や
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
難
し
い
︒

問

実
質
公
債
費
比
率
︵
標

準
財
政
規
模
に
対
す
る
借
金

返
済
の
比
率
︶
が

・
４
％

15

に
上
昇
し
て
い
る
。
こ
れ
を

ど
の
よ
う
に
分
析
さ
れ
て
い

る
の
か
。

答

確
か
に
上
昇
し
て
い
る

が
起
債
残
高
は
減
少
し
て
い

る
し
︑
危
機
的
状
況
で
は
な

い
︒
し
か
し
今
後
も
注
視
し

て
い
き
た
い
︒

問

下
水
道
特
別
会
計
の
起

問

中
・
長
期
の
財
政
計
画
を
策
定
す
べ
き
で
は

答
実
績
と
の
乖
離
が
大
き
く
な
れ
ば
策
定
し
た
い

重
松

一
徳
議
員

６
億
７
７
０
０
万
円
だ
が
︑

全
体
計
画
見
直
し
で

億
５

94

７
０
０
万
円
に
な
る
︒
し
か

し
終
末
処
理
場
が
確
定
し
て

い
な
い
︒
下
水
道
事
業
か
ら

削
除
予
定
区
域
の
合
併
処
理

浄
化
槽
の
維
持
管
理
は
︑
一

般
会
計
か
ら
の
助
成
を
考
え

て
い
る
︒

問

中
・
長
期
の
財
政
計
画

を
策
定
し
て
、
今
後
の
財
政

見
通
し
を
は
っ
き
り
す
べ
き

で
は
。

答

平
成

年
度
に
策
定
し

22

た
が
︑
そ
の
後
実
績
と
の
乖

離
が
大
き
く
な
れ
ば
策
定
し

た
い
︒

▼基金（貯金）・起債（借金）残高状況（平成25年度末見込み）

２億6,157万円下水道特別会計基金

６億5,475万円

10億4,201万円公共施設整備基金

その他の一般会計基金

４億8,065万円財政調整基金

１億5,050万円国民健康保険に係る基金

59億6,913万円一般会計起債残高

25億4,279万円下水道特別会計起債残高

起債残高（合計85億1,192万円）

基金（合計25億8,949万円）

▲これより先改良予定道路
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問

特
定
地
域
再
生
制
度
の

補
助
金
を
活
用
し
、
不
動
産

業
者
や
大
手
設
計
会
社
に
委

託
す
る
だ
け
で
な
く
、
多
様

な
主
体
性
を
持
っ
た
チ
ー
ム

を
組
み
、
基
礎
調
査
を
す
べ

き
だ
と
考
え
る
が
。

答

そ
の
制
度
に
つ
い
て

は
︑
検
討
し
て
い
く
︒

問

か
つ
て
役
場
、
郵
便
局
、

銀
行
、
病
院
が
ひ
し
め
き
あ

い
、
長
崎
街
道
と
い
う
歴
史

あ
る
空
間
に
、
医
療
、
介
護
、

福
祉
、
子
育
て
支
援
と
い
う

特
定
課
題
解
決
の
た
め
の
整

備
を
す
べ
き
と
考
え
る

が
。

答

駅
前
立
地
と
い
う

環
境
も
ふ
ま
え
︑
も
う

一
度
賑
わ
い
が
必
要
だ

と
思
っ
て
い
る
︒
遅
れ

を
取
ら
な
い
よ
う
に
︑

や
っ
て
い
き
た
い
︒
た

だ
︑
役
場
跡
地
に
つ
い

問

ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る

町
長
の
理
念
と
は
何
か
。

答

町
民
の
幸
せ
の
た
め
︑

住
み
や
す
さ
を
追
求
し
︑
公

平
︑
公
正
に
進
め
る
︒

問

旧
役
場
跡
地
を
含
む
、

最
も
容
積
率
の
高
い
、
い
わ

ゆ
る
商
業
地
域
を
ど
う
し
て

い
く
か
。

答

ま
ず
︑
基
礎
調
査
を
行

う
︒
再
開
発
や
マ
ン
シ
ョ

ン

建
設
な
ど
検
討
段
階
で
も
な

い
︒

問

４
年
前
に
Ｕ
Ｒ
都
市
再

生
機
構
に
調
査
依
頼
を
し
て

い
る
。
そ
の
後
の
動
き
は
。

答

現
在
の
と
こ
ろ
︑
そ
の

後
の
活
動
は
な
い
︒

問

ど
う
す
る
！
中
心
市
街
地

答

ま
ず
は
︑
基
礎
調
査
か
ら

久
保
山
義
明
議
員

て
は
︑
す
ぐ
ど
う
こ
う
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
︒

消
防
団
員
確
保
に
む
け
て

対
策
と
要
件
緩
和
を

問

消
防
団
員
確
保
に
向
け

た
県
補
助
金
の
使
い
道
は
。

答

こ
れ
を
こ
う
す
れ
ば
解

決
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
た
め
︑
ま
ず
は
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
向
け
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
の
作
成
を
考
え
る
︒

問

県
内
に
お
い
て
資
格
要

件
が

才
以
上
は
基
山
町
だ

20

け
。
大
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
意
識
醸
成
も
含
め
た
要
件

緩
和
を
。

答

昭
和

年
当
時
の
条
例

25

の
た
め
︑
実
態
に
沿
っ
た
要

件
緩
和
に
向
け
て
検
討
し
て

い
く
︒

が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答

国
と
し
て
は
長
寿
命
化

対
策
を
進
め
て
い
る
︒
財
政

負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に

両
方
を
見
な
が
ら
検
討
す
る
︒

問

基
山
保
育
園
の
問
題
点

は
何
か
。

答

３
歳
未
満
の
幼
児
や
気

に
な
る
園
児
が
増
え
て
い

る
︒
少
人
数
の
園
児
に
対
し

複
数
の
保
育
士
の
確
保
が
必

要
で
︑
臨
時
雇
の
対
応
に
な

る
︒

｢

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
﹂
と
は
ど
う
い
う
制
度
か

問

来
年
４
月
施
行
予
定
の

国
の
﹁
新
制
度
﹂
と
は
ど
う

い
う
制
度
か
。

答

①
幼
児
期
の
学
校
教
育

や
保
育
を
総
合
的
に
提
供
す

る
た
め
の
仕
組
み
を
作
る
︒

②
都
市
部
の
待
機
児
童
の
解

消
と
子
ど
も
が
減
少
し
て
い

る
地
域
の
子
育
て
を
支
え

る
︒
③
地
域
の
拠
点
を
増
や

問

基
山
保
育
園
は
築
何
年

で
、
耐
用
年
数
は
何
年
か
。

答

昭
和

年
竣
工
で
︑

50

38

年
経
過
︑耐
用
年
数
は

年
︒

38

問

建
て
つ
け
が
悪
い
建

具
、
雨
漏
り
、
内
壁
の
塗
装

が
は
げ
て
い
る
な
ど
、
園
の

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
古

い
水
道
管
、
床
暖
房
の
故
障

な
ど
も
ど
う
補
修
す
る
の
か
。

答

そ
の
時
々
の
修
繕
で
対

応
し
て
い
る
︒

問

い
く
つ
も
の
不
都
合
な

個
所
が
あ
る
。
建
て
直
す
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
か
。

答

｢子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
﹂
で
定
員
の
見

直
し
も
含
め
て
検
討
す
る
︒

問

た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園
が
建

替
え
ら
れ
る
。
基
山
保
育
園

も
改
修
よ
り
建
替
え
の
必
要

問

基
山
保
育
園
の
建
替
え
を

答

支
援
事
業
計
画
で
検
討
す
る

大
山

勝
代
議
員

し
︑
多
様
な
施
設
や
支
援
を

選
べ
る
︒
基
準
設
定
︑
認
定

手
続
き
等
を
行
う
︒

問

新
制
度
に
よ
り
、
基
山

町
の
保
育
行
政
が
現
行
よ
り

も
低
下
す
る
こ
と
に
な
ら
な

い
か
。

答

現
在
の
基
準
を
ふ
ま
え

て
各
種
の
基
準
設
定
が
行
わ

れ
る
の
で
︑
保
育
の
質
の
低

下
は
な
い
と
考
え
る
︒

問

補
助
金
の
使
い
方
が
多

様
に
な
る
に
伴
っ
て
、
保
護

者
の
経
済
的
負
担
が
大
き
く

な
る
の
で
は
な
い
か
。

答

負
担
額
の
設
定
は
国
の

﹁
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
﹂
で

議
論
さ
れ
て
い
る
︒
現
行
の

負
担
額
を
基
本
に
平
成

年
26

の
早
い
時
期
に
公
表
さ
れ
る
︒▲基山保育園年長組の子どもたち

▲旧役場跡地周辺の商業地域
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ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答

今
回
の
検
討
委
員
会
の

報
告
で
は
中
央
公
園
内
が
最

も
望
ま
し
い
候
補
地
と
さ

れ
︑
町
で
も
中
央
公
園
内
が

最
適
で
あ
る
と
決
定
し
た
︒

有
効
利
用
に
つ
い
て
は
︑
今

後
検
討
す
る
︒

問

総
合
公
園
変
更
︵
区
域

拡
大
︶
と
し
て
説
明
会
が
開

催
さ
れ
、
都
市
計
画
審
議
会

に
は
か
り
図
書
館
用
地
と
し

て
購
入
し
た
土
地
は
、
用
途

の
変
更
が
出
来
る
の

か
。

答

図
書
館
用
地
か

ら
の
変
更
は
可
能
で

あ
る
が
︑
相
当
の
公

益
性
︑
ま
た
は
公
益

性
を
有
す
る
目
的
の

た
め
に
使
用
す
る
必

要
が
あ
る
︒
変
更
範

囲
は
法
律
第
９
条
に

規
定
さ
れ
て
い
る
︒

問

総
合
公
園
整
備

問

基
山
町
土
地
開
発
公
社

の
設
立
時
期
、
事
業
内
容
の

目
的
は
。

答

昭
和

年
に
役
場
内
に

48

設
置
さ
れ
︑
公
共
用
地
︑
公

用
地
等
の
取
得
︑
造
成
︑
処

分
等
を
行
い
︑
基
山
町
の
秩

序
あ
る
整
備
と
振
興
に
資
す

る
こ
と
で
あ
る
︒

問

開
発
公
社
が
現
在
保
有

し
て
い
る
財
産
物
件
の
取
得

時
期
、
そ
の
面
積
は
。

答

図
書
館
用
地
と
し
て
︑

平
成

年
か
ら
平
成

年
に

11

13

役
場
西
側
の
土
地
︑
５
９
９

８
㎡
保
有
さ
れ
て
い
る
︒

問

平
成

年
に
土
地
開
発

11

公
社
が
図
書
館
用
地
と
し
て

先
行
取
得
し
た
土
地
に
図
書

館
が
建
設
さ
れ
な
か
っ
た
理

由
は
。
今
後
の
有
効
利
用
は

問

土
地
開
発
公
社
は
解
散
の
時
期
で
は

答

公
社
と
協
議
し
検
討
し
て
い
る

林

博
文
議
員

事
業
も
め
ど
が
立
ち
、
開
発

公
社
の
役
目
は
す
ん
だ
と
思

う
。
解
散
し
て
は
ど
う
か
。

答

現
在
︑
開
発
公
社
と
協

議
し
な
が
ら
検
討
し
て
い

る
︒

公
共
施
設
及
び
町
有
地
の

有
効
利
用
を
図
れ
。

問

旧
役
場
跡
地
、
旧
公
民

館
跡
地
、
歴
史
民
俗
資
料
図

書
館
敷
地
、
開
発
公
社
が
保

有
す
る
庁
舎
西
側
の
土
地
等

宅
地
分
譲
開
発
を
推
進
し
て

人
口
増
対
策
に
役
立
て
て
は

ど
う
か
。

答

人
口
増
対
策
ま
た
活
性

化
の
た
め
に
︑
ど
の
よ
う
な

活
用
法
が
良
い
か
も
含
め
て

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
︒

ら
除
外
さ
れ
る
児
童
・
生
徒

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
ど

う
す
る
の
か
。

答

基
山
町
の
就
学
援
助
の

支
給
は
生
活
保
護
費
の
１
・

２
倍
と
し
て
い
る
が
︑
収
入

と
生
活
状
況
を
ふ
ま
え
や
っ

て
行
く
︒

問

就
学
援
助
世
帯
等
の
学

童
保
育
利
用
料
の
減
免
を
。

答

十
分
検
討
す
る
︒

問

利
用
料
は
月
曜
か
ら
土

曜
日
ま
で
預
け
る
と
１
か
月

当
た
り
３
２
０
０
円
、
延
長

を
含
め
れ
ば
４
４
０
０
円
と

な
っ
て
い
る
。
経
済
的
に
厳

し
い
家
庭
か
ら
こ
の
利
用
料

を
な
ん
と
か
し
て
欲
し
い
と

の
声
が
あ
る
。
減
免
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答

申
請
に
よ
り
生
活
保
護

世
帯
は
減
免
し
て
い
る
が
︑

就
学
援
助
世
帯
で
は
減
免
さ

れ
て
い
な
い
︒

問

安
倍
政
権
は
平
成

年
25

度
か
ら
３
年
か
け
て
生
活
保

護
費
を
６
・
５
％
削
減
す
る

が
、
減
額
さ
れ
た
世
帯
平
均

額
は
い
く
ら
か
。

答

４
名
家
族
︵
夫
婦
子
ど

も
２
人
︶
で
月
２
４
４
７
円

が
引
下
げ
に
な
る
︒

問

生
活
保
護
基
準
の
引
下

げ
に
伴
っ
て
、
小
・
中
学
生

の
中
で
、
経
済
状
況
が
厳
し

い
家
庭
に
学
用
品
費
や
給
食

費
な
ど
を
補
助
す
る
就
学
援

助
か
ら
外
さ
れ
る
恐
れ
が
あ

る
が
ど
う
か
。

答

除
外
さ
れ
る
の
は
平
成

年
度
が
２
世
帯
３
名
︑
平

26成

年
度
で
１
世
帯
２
名
に

27
な
る
︒

問

一
人
で
も
就
学
援
助
か

問

就
学
援
助
か
ら
外
す
な

答

生
活
状
況
を
ふ
ま
え
支
給

松
石

信
男
議
員

問

減
免
制
度
が
知
ら
れ
て

い
な
い
。
周
知
が
必
要
だ
。

就
学
援
助
を
受
け
て
い
る
家

庭
の
子
ど
も
が
学
童
保
育
に

入
所
で
き
な
い
実
態
が
あ

る
。
希
望
す
る
子
ど
も
が
安

心
し
て
入
所
で
き
る
よ
う
に

利
用
料
の
減
免
を
提
案
す

る
。
例
え
ば
就
学
援
助
世
帯

は
半
額
免
除
・
２
人
以
上
同

時
入
所
で
２
人
目
は
半
額
免

除
、
３
人
目
以
降
は
全
額
免

除
と
す
る
な
ど
は
。

答

ご
指
摘
の
点
は
今
後
十

分
検
討
す
る
︒

要
望

保
育
料
は
所
得
に
応

じ
て

段
階
に
設
定
さ
れ
て

15

い
る
の
に
、
学
童
保
育
の
場

合
は
一
律
に
負
担
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
問
題
だ
。

軽
減
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
の
で
、
検
討
を
求
め
る
。▲学童保育 ひまわり教室

▲公社が先行取得し保有している図書館用地
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答

平
成

年
度
は
現
在
の

25

と
こ
ろ

回
開
催
の
３
９
２

18

人
の
参
加
と
な
っ
て
い
る
︒

問

徘
徊
高
齢
者
へ
の
Ｇ
Ｐ

Ｓ
の
実
費
補
助
の
検
討
は
。

答

平
成

年
度
に
先
進
地

26

の
取
組
状
況
等
を
参
考
に
具

体
的
に
検
討
す
る
︒

問

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
模
擬
訓
練
の
実
施
は
。

答

平
成

年
度
に
は
何
ら

26

か
の
具
体
的
な
取
組
み
を
し

た
い
と
考
え
て
い
る
︒

要
望

当
事
者
に
と
っ
て
は

待
っ
た
な
し
の
状
況
で
あ
る

こ
と
を
認
識
し
、
早
急
な
対

応
を
熱
望
す
る
。

問

１
日
も
早
い
完
成
を
強

く
望
む
。
決
意
の
ほ
ど
は
。

答

相
手
も
あ
る
こ
と
で
あ

る
が
︑
住
民
の
意
向
も
理
解

で
き
る
の
で
︑
努
力
す
る
︒

問

軽
ト
ラ
ッ
ク
市
の
現
状

と
展
望
は
。

答

店
舗
数
は

店
舗
登

25

録
︑

店
舗
程
度
で
開
催
さ

13

れ
︑
来
客
数
は

人
程
度
︒

80

出
店
者
と
買
物
客
の
ふ
れ
あ

い
の
場
で
も
あ
る
︒
出
店
者

の
高
齢
化
へ
の
対
応
に
懸
念

が
あ
る
︒

問

け
や
き
台
駅
の
問
題
と

し
て
町
と
し
て
捉
え
て
い
る

事
案
は
。

答

高
齢
化
に
伴
う
地
域
の

活
力
の
維
持
等
が
あ
る
︒

認
知
症
対
策
は
ど
こ
ま
で

進
展
し
た
の
か

問

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
の
開
催
状
況
は
。

問

白
坂
久
保
田
２
号
線
の

開
通
に
伴
う
団
地
内
の
安
全

に
つ
い
て
の
基
本
的
考
え
は
。

答

住
民
が
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
こ
と
が
行
政
の

基
本
で
あ
り
︑
説
明
会
等
で

意
見
・
要
望
を
聞
き
た
い
︒

問

周
辺
の
環
境
整
備
を
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

答

三
国
丸
林
線
の
道
路
改

良
に
つ
い
て
は
住
民
の
要
望

が
多
い
の
で
︑
白
坂
久
保
田

２
号
線
の
完
了
後
を
計
画
し

て
い
る
︒

問

け
や
き
台
駅
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
ま
で
の
工
程
と
完
成

時
期
は
。

答

平
成

年
度
に
計
画
案

26

を
作
成
︒
提
出
し
て
か
ら
３

年
は
か
か
る
と
考
え
て
い
る
︒

問

駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
早
期
完
成
を

答

意
向
も
組
み
努
力
す
る

河
野

保
久
議
員

さ
る
２
月

・

日
長
崎
県
壱
岐
市
議
会

12

13

の
広
報
編
集
視
察
研
修
を
行
っ
た
︒

平
成

年
郷
の
浦
︑
勝
本
︑
芦
辺
︑
石
田
４

16

町
の
合
併
で
︑
人
口
２
８
︐
９
９
２
人
︵
平
成

年
１
月
︶

26編
集
の
基
本
方
針

◇
住
民
が
議
会
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
︒

・
住
民
も
写
真
・
コ
メ
ン
ト
で
議
会
だ
よ

り
に
参
加
︒

・
表
紙
は
子
ど
も
を
主
役
︒

◇
小
学
４
年
生
が
理
解
で
き
る
内
容
に
す

る
︒

・
専
門
用
語
を
な
る
べ
く
使
わ
な
い
︒

・
住
民
の
質
疑
事
項
等
を
前
面
に
だ
す
︒

と
︑
編
集
方
針
が
明
確
に
書
か
れ
て
い
る
︒

議
会
だ
よ
り
ク
イ
ズ
と
市
民
の
声

基
山
町
も
﹁
傍
聴
記
﹂
で
町
民
の
方
に
議

会
へ
の
参
加
を
い
た
だ
い
て
い
る
が
︑
壱
岐

市
で
は
多
く
の
市
民
の
参
加
が
紙
面
で
わ
か

る
︒
シ
リ
ー
ズ
で
﹁
市
議
会
だ
よ
り
ク
イ
ズ
﹂

を
出
し
︑
市
民
に
ハ
ガ
キ
で
応
募
し
て
も
ら

い
︑
正
解
者
の
中
か
ら
数
名
に
１
０
０
０
円

の
図
書
カ
ー
ド
が
進
呈
さ
れ
る
︒

応
募
の
際
︑
議
会
だ
よ
り
を
読
ん
で
の
感

想
・
市
政
へ
の
意
見
要
望
な
ど
書
く
欄
が
あ

る
︒
そ
れ
が
﹁
市
民
の
声
﹂
の
ペ
ー
ジ
で
紹

介
さ
れ
て
い
る
︒

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

ミ
ル
ち
ゃ
ん
︵
見
る
︶︑
キ
ク
ち
ゃ
ん
︵
聞

く
︶︑
ユ
ウ
ち
ゃ
ん
︵
言
う
︶
と
い
う
親
し
み

の
あ
る
３
人
の
子
ど
も
が
随
所
に
登
場
し

て
︑
紙
面
の
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
︒

広
報
編
集
委
員
会
は
こ
の
数
年
先
進
的
な

議
会
広
報
を
発
行
し
て
い
る
市
町
へ
視
察
研

修
を
し
て
き
た
︒
こ
れ
ら
を
参
考
に
し
て
︑

今
後
と
も
基
山
の
議
会
だ
よ
り
の
改
善
を
し

て
い
き
た
い
︒

住
民
も
議
会
だ
よ
り
に
参
加

住
民
も
議
会
だ
よ
り
に
参
加

広
報
編
集
委
員
会

▲けやき台駅周辺のバリアフリー化の早期完成を

▲ケーブルテレビの取材を受けた壱岐市の視察
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平成26年度予算 16億1,537万円（前年比△2億4,677万円、13.2％減）

高機能消防指令センターが稼働 鳥栖・三養基地区消防事務組合

前年度より1億9,552万円増84億4,618万円平成２６年度介護保険特別会計

前年度より12万円増313万円平成２６年度一般会計予算

＊平成26年度予算の（歳出）地域支援事業費は、前年度より540万円増となっている。

９年間の長期委託契約に 筑紫野・小郡・基山清掃施設（クリーンヒル宝満）組合

｢クリーンヒル宝満」は筑紫野市・小郡市・基山町で運営し、議員構成は、筑紫野市議会から４名、
小郡市議会から３名、基山町議会から３名の合計10名。

平成26年度一般会計予算 21億1,566万円

主な歳入

○分担金 18億8,137万円（基山町の分担金は2億4,298万円）

主な歳出

○熱回収施設（ごみ燃焼処理場）運転業務委託 8億4,033万円
○リサイクル施設運転業務委託料 2億 264万円

問 各消防団に出火点指示メールの配信が可能

となるが、運用開始時期、個人情報保護、退

団者管理、消火栓位置についてどのように

考えているか。

答 運用は７月１日からとなるが３月中旬以降

に試験運用を開始したい。地図リンクには

個人情報も含まれるため、部長以上への配

信となる。退団者管理は各自治体担当にお

願いしたい。消火栓の位置は技術的には可

能と思うので前向きに検討したい。

問 平成26年度から９年間の運転業務委託にな

るがメリットは何か。

答 長期的な契約で補修が計画的に行われ、予

算の平準化が図られる。

主な歳入

○各市町負担金（基山町負担金2億1,192万円）

○高機能消防指令センター整備事業の国庫支出金

○消防施設等整備基金からの繰入金

主な歳出

○総務費（人件費等経常的な経費）

○消防費（高機能消防指令システム整備事

業、車両整備等）

第５期介護保険事業計画 鳥栖地区広域市町村圏組合

介護保険法の規定に基づき、介護サービスの供給量、介護保険料の設定並びに高齢者施策の推進な
ど、本圏域における介護保険事業を運営しており、基山町からは２名が組合議員となっている。

問 地域支援事業費総額2億4,403万円で、組合

実施事業費の増加の主なものは何か。

答 新規事業として以下のとおり。

○ボランティア・ポイント事業委託料 71万円

○高齢者虐待対応事業委託料 73万円

○地域ケア会議推進事業 106万円

○認知症支援ガイドブック 107万円
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平成26年 ６月基山町議会定例会会期日程(案)

議長交際費の公表（平成26年１月〜３月）議長交際費の公表（平成26年１月〜３月）

接遇

3/15 JAさが基山支所女性部総会5,000

1139,085

御祝

5

平成25年度基山経済クラブ年会費24,000会費

77,025

支出の相手方及び行事名等支出金額(円)

累計額(円)

支出種別

1/23 図書館等建設特別委員会視察研修土産3,000接遇

1/9 やよいが丘温泉「山楽」落成式4,085御祝

累計件数合計額(円)

2/12〜13 広報編集委員会視察研修土産

合計件数

3,000

意見書等の結果

全議員
に配布

日本青年団協議会
会長 立道 斉

勤労青年教育を推進していく
上で、勤労青年たちの学習と活
動を公的に支援する体制と充
実を求める。

これからの勤労青年教育の
あり方に関する要望書

佐賀県平和運動センター
議長 原口 郁哉

外３名

公益社団法人
認知症の人と家族の会
佐賀県支部
代表世話人
森 久美子

全議員
に配布

提出者内 容件 名 結 果区 分

全議員
に配布

拙速な玄海原発再稼働に反対
するとともに、実効性ある原子
力防災計画の充実を求める。

玄海原発の拙速な再稼働に
反対し、原子力防災の充実
を求める陳情について

介護保険制度の「介護保険から
の要支援外し」と「一定以上の
所得のある人の利用料を２割
に引き上げる」との政府提案を
取り下げることを求める。

要支援者への予防給付を市
町村事業とすることについ
ての意見書提出に関する要
望書

陳

情

基山町の公益に関する事柄について国会や関係行政庁に対して議会の議決に基づき意見書を提出すること
ができます。詳しくは議会事務局にお尋ねください。

一般質問本会議火10

会期決定・提案理由説明等本会議月9

６

備 考議事内容曜日月

各常任委員会委員会金13

一般質問、議案審議、委員会付託本会議木12

一般質問本会議水11

17

各常任委員会 （調整）委員会月16

休会日15

休会土14

委員長報告、討論・採決本会議火
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後後後後後後後後後後

記記記記記記記記記記

編

集

後

記

編

集

後

記

み
ん
な
が
主
役

｢
あ
ん
な
雨
の
中
、
祭
り
を
し
た

の
？
﹂
と
驚
か
れ
た
７
区
さ
く
ら
祭
り
。

中
止
か
？
開
催
か
？
の
判
断
も
関
係

者
が
集
ま
っ
て
協
議
し
て
み
ん
な
で
決

定
し
、
小
雨
の
中
、
開
催
し
た
。

基
山
町
は
各
区
で
多
彩
な
祭
り
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
に
取
組
ま
れ
て
い
る
。

地
域
の
絆
は
お
互
い
が
関
わ
る
こ
と

で
生
ま
れ
、
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
。

基
山
町
は
住
み
良
か
ね
え
と
笑
顔
で

語
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
、
編
集
委
員
の

私
達
も
が
ま
だ
し
て
い
き
た
い
。︵

重
松
︶

委

員

長大
山

勝
代

副
委
員
長牧

薗

綾
子

委

員重
松

一
徳

広
報
編
集
委
員
会

委

員木
村

照
夫

委

員久
保
山
義
明

委

員神
前

輔
行

▲みんなで踊る７区さくら祭り

きやまん議会と語ろう！
第 2回 議会報告会
平成 26年 5月 30日 ( 金 )

19:00　～　20:45

Ａ会場
福祉交流館

1階　会議室
｢きやまんふれあいセンター」

B 会場
町民会館

1階　会議室
（基山小校区在住の方） （若基小校区在住の方）

町の重要課題についての意見交換
（第 5次総合計画、図書館等建設、
コミュニティバス、道路行政、
ごみ収集、各地区の問題など）

●

3 月議会の報告と質疑●

2 会場で同
時開催！より身近な意

見交換をして
いただくため申し込み不要！

〔 内　容 〕

「たくさんの方のご参加をお待ちしてま～す！」


